
り
あ
が
ら
、
今
生
の
善
を
ば
笑
へ
よ
か
し
、
日
頃
待
も
居

b
し
事
で
あ
る
ご
仰
せ
ら
れ

τ、
驚
く
景
色
も
無
か
っ
た

の
で
あ
る
、
是
れ
は
決
し
て
喜
で
は
争
い
、
而
し
宗
姐
仁

堅
固
亭
る
信
仰
が
あ
っ
た
鋳
仁
、
苦
も
轄
じ
て
喜
ご
争
っ

た
の
で
あ
る
故
に
、
我
々
日
常
生
活
を
し
て
行
〈
上
に
就

て
信
仰
が
あ
れ
ば
、
日
常
の
苦
も
柴
ど
韓
じ
て
一
家
和
合

い
て
、
楽
し
く
暮
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
一
家
内
の

和
合
は
、
一
村
一
郡
一
国
の
和
合
ご
争
っ
て
、
天
下
泰
平

の
世
と
奇
る
の
で
あ
る
、
故
に
日
常
生
活
を
成
す
故
に
就

い
て
信
仰
が
大
切
で
あ
る
。

濁

末

霊

光

の

中

村

明

義

悌
目
、
一
度
同
天
に
浸
し
て
よ
り
、
其
塾
教
は
月
の
西

よ
り
出
で
3

束
を
照
ら
す
が
如
〈
、
漸
究
東
闘
に
流
侍
せ

ιJわれた
b
o
貝
多
羅
葉
仁
書
れ
た
る
党
本
は
、
世
々
の
三

歳
に
よ
り
て
、
漢
詩
せ
ら
れ
、
解
股
浬
繋
の
教
義
は
代
A
T

の
山
依
の
論
師
仁
よ
ち
て
、
各
其
の
時
代
の
思
想
を
戚
佐

せ
り
ν

か
く
て
、
悌
教
は
世
界
人
類
を
救
済
す
ぺ
き
党
明

ご
争
り
ぬ
。
さ
れ
ざ
、
．
骨
子
、
の
光
明
は
日
出
る
迄
の
月
の
光

明
な
り
し
な
り
。
正
保
二
千
年
時
勢
の
接
選
は
、
漸
く
其

の
光
明
を
渡
し
た
り
、
見
ょ
や
迦
葉
阿
難
に
よ
り
で
博
へ

ら
れ
し
小
乗
も
、
馬
鳴
龍
樹
に
依
り
て
弘
め
ら
れ
し
大
乗

も
‘
疾
く
宗
敬
ご
し
て
の
生
命
を
巳
ひ
、
天
台
惇
敢
に
よ

り
て
惇
ひ
ら
れ
し
一
念
三
千
も
、
弘
法
惑
畳
の
弘
め
し
識

伽
三
密
も
、
教
義
高
備
に
、
修
行
煩
喰
に
過
ぎ
、
周
く
後

人
を
し
て
、
翼
輩
に
、
修
行
す
る
能
は
ぎ
ら
し
め
、
一
種

の
串
間
ど
な
り
了
L

リ
し
仁
非
ら
ず
や
、
悌
在
世
よ
り
正
法

に
渉
bJ
、
数
行
証
乗
備
せ
る
偽
数
は
、
其
末
仁
及
び
証
果

を
得
る
も
の
杏
〈
、
更
に
像
法
の
末
期
に
至
り
で
は
、
異

仁
修
行
す
る
人

r
に
争
く
、
幾
多
の
経
論
あ
り
ご
雄
も
、

そ
が
人
生
の
党
明
さ
は
な
ら
ざ
ら
し
杏
り
。
是
の
知
〈
仁

し
て
、
印
度
の
悌
数
先
づ
滅
び
、
唐
土
の
悌
敬
次
で
衰
へ

日
本
仁
弘
ま
b
し
商
都
六
宗
、
北
京
の
二
宗
も
、
徒
に
形

骸
の
悌
数
ご
な
り
、
世
は
五
消
末
法
の
暗
雲
仁
覆
は
れ
た

O
 

L
リ
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此
時
に
嘗
h
y
、
法
然
親
織
属
相
尋
で
、
念
悌
往
生
他
力
本



臓
の
敬
義
ぞ
唱
へ
た
り
0
3
れ
ど
、
こ
は
人
生
努
力
を
否

定
す
る
の
厭
世
主
義
仁
し
て
、
喜
も
救
世
の
光
明
ど
は
な

ら
ぎ
り
さ
。
柴
西
遁
元
に
よ
b
f
、
見
性
成
備
の
教
義
も

縛
へ
ら
れ
た
れ
ざ
も
、
是
亦
敢
主
を
無
視
し
、
墨
激
を
蔑

現
せ
る
悪
平
等
設
に
し
て
、
濁
れ
る
信
仰
を
、
倍
濁
す
の

み
な
り
き
。
七
賓
症
肢
の
殿
堂
じ
は
、
品
商
品
口
腔
き
悌
像
を

崇
む
ご
峰
、
そ
は
敬
主
蒋
骨
骨
の
窓
容
仁
非
ず
し
て
、
此
土

無
線
の
大
日
捕
陀
の
み
、
八
家
九
宗
の
寺
院
仁
、
朝
夕
議

論
す
る
は
、
諸
終
中
王
の
法
華
経
じ
非
ず
し
て
大
日
経
観

経
等
の
権
経

ω
み
、
稲
蹴
竹
閣
の
俗
侶
、
偽
衣
を
著
り

τ

談
す
る
は
、
出
世
め
本
懐
仁
非
ず
し

τ、
破
法
破
闘
の
因

縁
の
み
。
斯
く
し
て
偽
殺
の
秩
序
山
一
増
A
Y

一
乱
れ
信
仰
の
源

泉
は
愈
じ
ご
ち
℃
、
そ
の
伝
者
叩
よ
旬
、
逆
賊
義
時
を
出

せ
し
さ
へ
、
事
も
怪
し
と
せ
ぎ
る
じ
豆
、
ぬ
。
後
五
百
議

は
今
な

b
o
大
集
経
識
言
の
如
く
、
月
星
の
如
き
丹
氏
唐

土
の
偽
敢
．
阪
に
隠
筏
し
、
や
が
て
法
華
経
仁
勅
を
蒙
ち

し
本
化
上
行
菩
薩
出
現
し
て
、
日
の
如
き
、
大
数
の
興
る

べ
き
時
な
り
、
法
華
経
涌
出
口
聞
に
、
大
地
よ
り
涌
現
し
て

神
力
品
じ
「
如
日
月
光
、
明
、
能
除
諸
幽
冥
‘
斯
人
行
世

問
、
死
滅
衆
生
刷
』
と
の
悌
設
仁
感
じ
て
、
久
遠
本
悌
の

如
慧
ご
慈
然
ち
て
、
世
界
人
類
の
思
想
信
仰
を
統
一
す
ぺ

主
、
－
大
使
命
を
帯
び
た
る
本
化
大
墓
は
、
そ
も
奈
何
な

る
人
仁
℃
在
ま
す
ら
ん
。

本
化
の
出
現
は
、
法
華
経
に
約
束
せ
ら
れ
し
の
み
争
ら

ず
‘
悌
滅
後
二
千
年
間
に
捗
b
て
、
時
代
を
異
に
し
園
土

を
異
に
せ
る
幾
多
の
人
師
じ
よ
b
て
、
諌
言
せ
ら
れ
た
り

み
ろ
〈
菩
躍
は
『
東
方
に
小
園
あ
り
。
英
中
唯
大
乗
の
種

性
の
み
あ
b
』
（
識
伽
論
）
ど
言
仏
れ
、
像
法
仁
入
り
て

三
百
五
十
年
、
沙
車
闘
の
須
利
耶
蘇
摩
も
亦
、
『
偽
日
西

仁
入
っ
て
、
遺
耀
、
絡
に
東
北
に
及
ば
ん
ご
す
。
此
典
東

北
の
闘
に
緑
ゐ
り
』
（
法
等
部
誇
後
記
）
ぜ
」
言
ひ
、
天
台

大
師
は
．
『
後
五
百
歳
蓮
池
妙
蓮
』
（
法
華
文
句
）
ど
幕
は

れ
、
我
惇
教
大
師
も
『
正
保
和
過
己
、
末
法
甚
有
近
』
（
守

護
闘
界
抄
ぱ
ご
織
は
る
。
叉
像
法
九
百
五
十
傍
年
の
頃
支

那
の
遵
式
法
師
は
、
『
始
、
西
よ
b
侍
は
り
し
は
、
猶
月

の
生
す
る
が
如
〈
今
復
束
よ
り
返
る
は
、
猶
日
の
昇
る
が

如
し
。
素
影
、
固
か
に
輝
い
て
絡
に
我
土
に
還
凶
せ
ん
』

F

天
時
四
一
別
集
，
ご
い
ひ
‘
同
時
代
に
日
本
の
源
信
、
信
都

(52) 



も
、
云
〈
『
日
本
一
州
、
闘
機
純
一
、
朝
野
遠
近
、
悶
坂
一

乗
、
絡
素
貴
賎
、
悉
期
成
傭
』
ハ
一
乗
要
決
）
ご
、
斯
の

如
〈
、
減
后
二
千
年
の
聞
に
、
各
時
閣
を
異
仁
し
て
出
で

た
る
人
師
の
、
本
化
出
現
の
諌
言
仁
就
て
、
其
軌
を
一
仁

せ
る
恰
も
符
節
を
合
せ
し
が
如
き
は
、
げ
に
、
不
可
思
議

の
現
象
に
は
非
ず
や
。
法
華
経
の
約
束
は
異
な

bs。
人

師
の
議
言
も
亦
質
申
す
り
き
。
時
末
法
に
入
b
て
七
百
十
一

年
、
後
五
百
歳
闘
誇
堅
固
の
秋
に
嘗
k
y

て
、
本
備
の
湖
命

に
迭
ら
れ
し
本
化
上
行
菩
薩
は
、
幾
多
の
人
冷
の
諌
言
に

迎
へ
ら
れ

τ、
月
氏
の
東
方
の
小
園
、
沙
車
の
東
北
じ
方

れ
る
臼
本
、
東
海
安
局
の
一
漁
村
、
小
湊
の
浦
仁
降
誕
し

給
ひ
ぬ
。

貞
臆
元
年
壬
午
二
月
十
六
日
の
午
の
刻
、
ぁ
、
当
、
此
日

は
本
化
降
誕
の
聖
日
な
・
9
3
0

末
法
の
悌
使
は
、
蒋
曾
入

滅
の
明
日
、
二
月
十
六
日
を
以
て
、
旭
日
の
光
明
を
浴
び

奉
鷺
の
曾
き
法
聾
に
迎
へ
ら
れ
て
、
降
臨
ま
し
ま
せ
り
。

地
紳
は
歓
喜
し
て
清
泉
を
湧
出
し
、
龍
神
諸
天
は
、
喜
悦

し
て
、
小
湊
の
海
演
に
育
連
事
を
咲
か
・
し
め
、
此
聖
日
を

紀
念
し
玉
へ
り
。
ぁ
、
三
日
蓮
の
御
名
を
以
て
、
此
世
に

降
誕
し
玉
へ
る
本
化
大
事
。
ぁ
、
二
本
悌
の
智
慧
ど
慈
悲

ご
を
以
て
、
末
法
五
濁
の
闘
を
照
し
玉
ふ
吾
宗
組
。
世
界

人
類
の
思
想
と
信
仰
ご
は
、
唯
、
大
事
の
樺
威
民
よ
っ
て

の
み
統
一
せ
ら
れ
、
世
界
人
類
の
心
霊
は
、
唯
、
吾
租
の

光
明
に
照
さ
れ
て
の
み
救
済
せ
ら
れ
な
ん
。

新
春
の
さ
げ
び長告

木

本

開

K
互
共
が
、
此
の
世
仁
蕗
し
て
行
く
に
は
、
ざ
う
し
て

も
是
の
二
大
要
素
を
繰
て
は
な
ち
ま
せ
ん
。
そ
は
何
か
ご

云
ふ
に
、
却
も
一
じ
は
深
〈
反
省
し
、
精
し
く
研
究
し
充

分
の
畳
悟
を
定
め
て
を
〈
事
、
こ
に
は
大
事
に
嘗
つ
て
は

其
の
身
を
犠
牲
じ
す
る
決
心
を
も
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
h
ま

す
、
是
の
一
方
い
づ
れ
で
も
帥
脱
げ
れ
ば
、
危
険
措
更
に
雨

方
共
に
快
け
た
争
ら
、
そ
は
宮
際
御
話
に
な
り
ま
せ
λ
。

物
質
的
の
文
明
に
の
み
よ
っ
て
、
人
生
の
幸
繭
kr
・
碍
ら

れ
ぬ
事
は
、
西
洋
諸
国
の
貨
放
が
よ
〈
証
嬢
立
て
》
を
b

ま
す
、
十
六
世
紀
頃
か
ら
敷
百
年
間
の
努
力
を
重
て
来
て

(53〕


